
 

 

 

 

 

 

               

                               校長 齋地 満あ 

新しい年を迎え、保護者・地域の皆様には、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

旧年中は本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。２０２４年

が皆様にとりまして幸多き年となりますようご祈念申し上げます。          

本年は辰年です。龍は干支の中で唯一想像上の動物ですが、神聖な動物で、縁起のいい

昇り龍でも知られています。もともと干支とは、森羅万象を十二に区分けしたものですが、

辰は五番目にあたり、季節で言うと５月、新緑が勢いよく芽吹いていく季節です。このこ

とから、辰年は成長や発展の年と言われるそうです。馬室っ子のよりよい成長に向けて、

職員一同努めてまいりますので、本年も変わらぬご支援とご協力をよろしくお願い申し上

げます。            

さて、お正月には多くのご家庭でお餅を食べられたことと思います。皆様のご家庭では、

どのようなお餅を食べますでしょうか。例えば、お雑煮でも関東では切り餅を使った醤油

仕立てのすまし汁、関西では丸餅を使った白味噌仕立ての場合が多いなど、地方によって

いろいろな種類があるかと思います。私は「納豆もち」をよく食べます。ご飯の代わりに

お餅という組み合わせを考えると、なるほどと思われるかもしれませんが、この納豆は、

少量の砂糖を加え、甘じょっぱい味になっています。この時点で、「えっ、納豆に砂糖！」

と思われる方もいるのではないでしょうか。東北地方で食べられていて、私にとっては子

供のころから親しんできた味です。知人や友人に「納豆もち」を紹介すると、驚かれます

が、実際に食べてみると「おいしい」という声を聞いています。 

食べ物の文化を例にしましたが、日常生活の中では、既成概念にとられることが多くあ

ります。しかし、いろいろな考え方や見方をすることで、新しい価値観や豊かな心を育む

ことにつながります。異なる文化に触れてみたり、当たり前の生活にも少しの変化や工夫

を加えてみたりしませんか。新年を迎え、新たな目標や抱負を掲げた子供たちの大きな成

長につなげてもらえたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

ともに伸びる馬室っ子 ～あせがきらきら馬室っ子～
 

馬室小だより 
令和６年１月９日 

１月号 

 鴻巣市立馬室小学校 

  電話 ５４１－０５７８ 

新年に寄せて 
 

～挑戦こそが楽しい～ 

 

 

・１月１日に石川県能登地方で起きました地震により、被害を受けられました皆様に心よ
りお見舞いを申し上げます。災害はいつ起こるかわかりません。本校では、３学期に休
み時間の地震発生を想定した避難訓練を行います。これまで以上に、緊張感をもって取
り組み、児童と職員一人一人の防災意識を高め、緊急事態時に適切な対応ができるよう
備えていきます。 

・保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。結果につきましては、後日お伝
えさせていただくとともに、今後の教育活動に生かせるよう努めてまいります。 

 


